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開会挨拶：研究所プロジェクトの概要、SDGs・ポストコロナのJNTOの取り組み方針等 
 
 

柳谷 啓子 YANAGIYA, Keiko 
中部大学人文学部コミュニケーション学科教授 
中部大学国際人間学研究所長、人文学部長 
慶應義塾大学大学院文学研究科博士課程修了。文学修士。専門分野は、社会言語学、英語

学、談話分析。研究テーマは、メディアと表現の関係、デジタルアーカイブなど。主な訳

書・著書に『読みのプロトコル』『スコールズの文学講義：テキストの構造分析にむけ

て』『エーコの読みと深読み』（以上岩波書店） 『＜はかる＞科学：計・測・量・謀：

はかるをめぐる12話』（中央公論新社）。 
 
 
これから、国際人間学研究所シンポジウム「持続可能な観光 2021 年度」を始めさせていただ
きます。私は、当研究所所長の柳谷啓子と申します。どうかよろしくお願い申し上げます。本日

は、年度末のお忙しいところ、当シンポジウムにご参加くださいまして、ありがとうございます。

まず、当研究所のミッションステートメント、現在進行中の研究所のプロジェクト群、そして、

SDGs への貢献とポストコロナ時代の持続可能な観光の推進に向けての JNTO 取組方針などに
ついて少しお話しさせていただきたいと思います。 
国際人間学研究所は、2004年にできた新しい研究所で、国際関係学部と人文学部の上にまたが
って設立されております国際人間学研究科の所属教員を主な所員としております。地域活性化

（localization）を基盤とした国際共生社会（globalization）の実現を目指すことをミッションと
しておりまして、文理融合の研究プロジェクトを推進し、それを通して国際人間学研究科を活性

化させ、ひいては中部大学の存在意義を高めようということでやってまいりました。 
私が所長となりました 2019年度より、当面 3年計画で、歴史、文化、政治、経済、情報、生
態系などの文理融合の視座からの研究を進めるにあたって、ローカルなフィールドとして、春日

井市、高山市、恵那市を中心とした東濃地域を含む従来の研究対象であった伊勢・三河湾流域圏

と高山市などの隣接地域、および、ちょっと飛び地をしましてご縁のある稚内市を対象としまし

た。また、グローバルなフィールドとしては、本学の学術交流協定校のマレーシア科学大学があ

るマレーシア、本研究科の学術交流協定校である内モンゴル大学がある内モンゴル自治区、春日

井市の姉妹都市であるカナダのケローナという 3地域を対象としました。 
これらをあわせて、SDGs 達成に寄与すべく、「持続可能な観光」を共通の切り口としつつ、
当初、７つのプロジェクトを立てて研究を開始いたしました。詳細は後ほど各プロジェクトのリ

ーダーのみなさんから活動報告がありますので、そちらに譲ることにいたします。 
2019年より 3年計画で開始した「持続可能な観光」プロジェクトでしたが、2019年度末より
蔓延し始めた新型コロナウイルスによる感染症拡大により、海外をフィールドとする研究は文献

研究に切り替えざるを得なくなり、また国内におきましても、県境を跨ぐ行き来がしにくくなり、

例えば東濃の地芝居調査保存プロジェクトなどは、ご高齢者の多い保存会のみなさんとの交流を

遠慮したり、定期公演が軒並み中止になったりして、活動がすっかり滞ってしまいました。 
そこで、本来ならば 2021 年度末、つまり今年度末を以て終了するはずだった「持続可能な観
光」プロジェクトをもう1年延長して、何とかもう少し成果を形にできるようにしたいと考えて、
2022年度をプロジェクトの最終年度とすることにいたしました。2020年度からは、「Sustainable 
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heritage tourism in Malaysia研究プロジェクト」と「モンゴルにおける草原観光の季節的変動
研究プロジェクト」を合体させて、オルタナティブツーリズム・プロジェクトといたしました。

また、春日井市の商工会議所と連携して実施していた「まちゼミ」活動を中心とする地域活性化

プロジェクトは、プロジェクト・リーダーの退職に伴って終了いたしました。したがいまして、

現在は、５つのプロジェクトが走っております。 
さて、観光政策では多少出遅れた感のありました日本ですが、昨年 6月にようやく日本政府観
光局（JNTO：Japan National Tourism Organization）が「SDGsへの貢献と持続可能な観光＝
サステナブル・ツーリズム＝推進に向けての取組方針」を策定して発表しました。2021年 6月に
配布されたプレスリリース（日本政府観光局 2021）によれば、推進する取り組みは、サステイナ
ブル・ツーリズムに取り組む日本の地域や観光コンテンツ（アクティビティや観光・飲食・宿泊

施設等）の海外向け情報発信、国内関係者への国内外の先進事例の情報提供、海外の旅行者に対

する「責任ある旅行者としての行動の奨励、人種や国籍、民族や宗教、ジェンダーや年齢、障害

の有無等に関係なく全ての旅行者が日本において快適で安全・安心な旅行ができるようなユニバ

ーサル・ツーリズムに資する情報発信などということです。 
特徴としては、SDGsとポストコロナの状況を強く意識していることが挙げられると思います。 
まず、中心となるSDGsのほうですが、JNTO による持続可能な観光（サステナブル・ツーリ
ズム）の定義は、まず、その観光が地域の「環境」を守り育むものであること、すなわち、環境

負荷に配慮した観光コンテンツなど環境資源を最適な形で観光に活用している事例を情報発信し、

自然や生物多様性の保全等に貢献すること。また、その観光が地域の「文化」を守り育むもので

あること、つまり、日本が古来育んできた地域の有形無形の伝統・文化資産等を魅力ある形で海

外に発信し、外国人旅行者による体験等を通じて、その保存・継承に貢献すること。さらに、地

域の「経済」を守り育むものであること、すなわち、特定の地域や時期に偏ることなく日本全国

各地への外国人旅行者の安定した誘客・滞在を目指すとともに、地域ならではの体験や特産品な

どの購入を促進することで、地域経済の活性化と安定的かつ長期的な雇用を創出し、住んで良し・

訪れて良しの地域づくりに貢献することであるとしています（日本政府観光局 2021）。 
具体的なSDGs との関連で言いますと、「目標 8：働きがいも経済成長も」、それから、「目
標 12：つくる責任つかう責任」、さらに「目標 14：海の豊かさを守ろう」の 3つのゴールにお
いて「観光」の役割が明記されたターゲットが設定されています。しかし、JNTOの指摘を待つ
までもなく、観光はすべてのゴールに対して直接的あるいは間接的に貢献する力があり、重要な

役割を担っていることは明らかです。 
より明確にイメージできるように、JNTOは、例えば環境保全に配慮した取組について、さら
に具体的な推奨例を挙げています：プラスチック使用の削減（ペットボトル等の使用削減・タン

ブラー等への代替、紙製／生分解性プラスチックのストローへの代替、マイバッグの持参促進）、

紙の宣伝印刷物等の削減（デジタル・パンフレットやデジタル・アンケートへの代替）、環境に

配慮したギブアウェイ（販売促進を狙った無料の配布物やグッズ）の作成（FSC認証＝「適切な
森林管理」認証＝の紙等の再生紙の使用、繰り返し使用できるギブアウェイの作成）、再利用可

能な備品等の積極的な利用（デジタルサイネージや LED 照明器具の使用、ウォーターサーバー
の活用）、イベントにおけるフードロスの削減、などです。 
今回の JNTOの取組方針のもう一つの特徴がポストコロナを見据えた持続可能性です。前回、
当研究所の「持続可能な観光 2019年度」シンポジウムが滑り込みセーフで開催された 2020年初
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頭ごろから、瞬く間に新型コロナウイルス感染症が世界中に蔓延して人の移動が制限されたこと

で、観光業界は大きな打撃を受けました。 
一方、私たち旅行者のほうも、コロナ禍を経て旅行に対する意識が変化しつつあるように思い

ます。例えば、宿を選ぶにしても、どのような感染症対策が行われているのかを調べたり、宿が

出す情報は真実かを口コミでチェックしたり、食事が個室か否か、万一感染した場合に、受け入

れてくれる医療機関と連携体制が組まれているかなどを調べるようになりました。また、感染の

リスクが低いアウトドアの活動、例えばハイキングやキャンピングなどがブームとなっています。 
こうした変化に伴い、交通機関や宿泊・観光施設等の旅行関係業界の業界団体で構成される「旅

行連絡会」は、国土交通省・観光庁の協力を得て、従来の日本の文化・習慣などに関する情報発

信活動に加え、日本を旅行する際に新型コロナウイルス感染拡大防止のために旅行者に求められ

る行動をまとめた「新しい旅のエチケット」（図 1〜図 6）を多言語で海外に向けて発信し、外国
人旅行者が責任ある旅行者として行動することを奨励しています。その具体的な行動の例には、

例えば、ソーシャル・デイスタンス確保の実施と混雑の回避、訪問地の文化や慣習、マナー等（例

えばマスクの着用）の尊重などが挙げられています。みなさんも以下のポスター（旅行連絡会 2021）
をごらんになったことがあるかもしれません。 
かくして、本日のシンポジウム「持続可能な観光 2021 年度」のサブタイトルは、コロナ禍下
における観光、およびポストコロナの持続可能な観光、ということになりました。本日は、学術

交流協定校であるマレーシア科学大学と内モンゴル大学から、そして連携協定を結んでいる高山

市と恵那市、さらに、本学人文学部教員 2名のフィールドで古巣の稚内市から発表者をお迎えし
ております。研究所のプロジェクト・リーダーのみなさんによる活動報告や、学生たちが参加す

るポスターセッションと自由討論もありますので、どうか最後までよろしくお願い申し上げます。 
 

図1. 「新しい旅のエチケット」 
観光施設・ショッピング編 

図2. 「新しい旅のエチケット」 
旅の飲食編 
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図3. 「新しい旅のエチケット」 
宿泊編 

図4. 「新しい旅のエチケット」 
交通編 

図5 「新しい旅のエチケット」 
全体版（日英語版） 

図6. 「新しい旅のエチケット」 
全体版（日英語版） 
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Traveling in the New Normal

新しい旅の
エチケット

感染リスクを避けて安心で楽しい旅行
Enjoy traveling while avoiding transmission risks

楽しくも、車内のおしゃべり
控えめに。
Refrain from conversation
in public transport.

旅ゆけば、何はともあれ、
手洗い・消毒。
Throughout your travels,
always remember to wash your hands.

混んでたら、今はやめて、
後からゆっくり。
Skip places when they’re crowded.
Visit later to enjoy without the crowds.

握手より、笑顔で会釈の
旅美人。
Smile and nod rather
than shaking hands.

毎朝の健康チェックは、
おしゃれな旅の身だしなみ。
Be a smart traveler.
Begin the day with a health check.

おみやげは、あれこれ触らず
目で選ぼう。
Select your souvenirs with your eyes,
not your hands.

ひとり一人の協力が、みんなの楽しい旅を守ります

Don’t forget to check the safety protocols
for the destination you plan to visit.

間あけ、ゆったり並べば、
気持ちもゆったり。
Practice social distancing
for your own peace of mind.

マスク着け、私も安心、
周りも安心。
Wear a face mask to protect you
and people around you.

おしゃべりをほどほどにして、
味わうグルメ。
Enjoy the food and drink
more with less talk.

こまめに換気、フレッシュ外気は
旅のごちそう。
Give yourself a boost with fresh air
from outside.

旅行連絡会 ･･･ 交通機関や宿泊・観光施設等の旅行関係業界の業界団体等で構成。  詳しくは、 https://www.jata-net.or.jp/virus/ を参照ください。

旅行連絡会　協力：国土交通省・観光庁

旅先の状況確認、
忘れずに。

新しい旅行スタイルのキホン

Be a smart traveler. Begin the day with a health check.

Don’ t forget to check the safety protocols for the destination you plan to visit.

Plan a light, flexible schedule.

Practice social distancing for your own peace of mind.

Smile and nod rather than shaking hands.

Skip places when they’re crowded. Visit later to enjoy without the crowds.

Wear a face mask to protect you and people around you.

毎朝の健康チェックは、おしゃれな旅の身だしなみ。

旅先の状況確認、忘れずに。

スケジュールは、ゆったりのんびり、余裕をもって。

間あけ、ゆったり並べば、気持ちもゆったり。

握手より、笑顔で会釈の旅美人。

混んでたら、今はやめて、後からゆっくり。

マスク着け、私も安心、周りも安心。

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

屋外でのびのび満喫、ニッポンの自然。

狭い場所、混んでる場所避け、安心ナイト。

こまめに換気、フレッシュ外気は旅のごちそう。

旅ゆけば、何はともあれ、手洗い・消毒。

だいじょうぶ、観光地はいつでもあなたを待ってます。

あなたの協力が楽しい旅を守ります。

Get outdoors and fully enjoy the natural beauty of Japan.

Avoid close, crowded places at night spots to enjoy a safe evening.

Give yourself a boost with fresh air from outside.

Throughout your travels, always remember to wash your hands.

Don’ t feel pressured. The destination will always be waiting
for you when you’re ready to visit.

Follow the guidelines and help ensure the safety of travel for all of us.

● 

● 

● 

● 

● 

● 

移動 食事

Grab your mask and let’s go.

Refrain from conversation in public transport.

Choose an off -peak period / time for a comfortable ride.

Walk or ride a bike, and discover
the destination from a new perspective.

車内でもマスク忘れず、さあ出発。

楽しくも、車内のおしゃべり控えめに。

すいている時期、時間帯で快適旅行。

歩いたり、自転車で発見！地域の魅力。

● 

● 

● 

● 

外での食事は、楽しく安心。

取り分けて、安心・安全、おいしい料理。

横並び、料理がもっとよく見える。

おしゃべりをほどほどにして、味わうグルメ。

うまい酒、注がず注がれず、マイペース。

Enjoy outdoor dining. It ’s fun and safe.

Let your server divide up portions as an extra precaution.

See the food in a new light when you sit side -by-side. 

Enjoy the food and drink more with less talk.

Pour your own drinks and enjoy at your own pace.

● 

● 

● 

● 

● 

宿泊

人前で、マスク着用、エチケット。

おしゃべりは、部屋に入って存分に。

大浴場、静かにゆっくりいい湯だな 。

部屋の窓、ときどき空けてリフレッシュ。

同宿者、少し離れてご挨拶。

ドアノブやエレベータ、触れたらすぐに手を洗おう。

手洗いと手指消毒で、安心ステイ。

Observe the new travel etiquette. Wear your mask.

Save your conversation for when you’re in your room.

Relax in the public bath, but do it quietly. 

Open the guest room windows now and then to refresh the air.

Practice social distancing around other guests.

Always wash or disinfect your hands after touching door handles and elevator buttons.

Use hand washing and disinfecting practices for a safe and comfortable stay.

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

ショッピング

すいている時間に、安心ショッピング。

おみやげは、あれこれ触らず目で選ぼう。

Enjoy shopping during off - peak times.

Select your souvenirs with your eyes, not your hands.

● 

● 

観光施設

すいた時間・場所を選んで安心観光。

予約とり、並ばず、ゆったり、楽しい観光。

狭い部屋、長居は無用、お先に失礼。

おしゃれで安心、オンラインチケットにキャッシュレス。

忘れるな、マスクは安心の入場券。

おしゃべりは控え目に、手洗いは早めに。

Be a safe traveler. Choose an off -peak time / period.

Skip the queue. Make a reservation first and enjoy the visit.

Don’t stay long in closed, tight spaces.

Take advantage of online tickets and cashless payments.

Don’t forget to bring your mask. It’s a ticket to safety and comfort.

Reduce talking, maximize hand washing.

● 

● 

● 

● 

● 

● 

レジ待ちも、間を空けてゆったりと。

歓迎です、少ない額の電子決済。

Keep some space between you and others at the cashier.

Digital payments are welcome even for small amounts.

● 

● 
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